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矢田中地活協だより 

  太陽生命厚生財団は高齢者福祉などを助成する公益財団法人です。矢田

中地域活動協議会は令和２年６月に同財団の助成プログラムに応募しまし

た。事業名を「高齢者の外出を促し健康維持・交流活動を進めるための地

域サロンの修繕およびホームシアター機器の整備」とし、ひまわり会館の

ガラス戸の修繕、網戸張替、壁紙貼替、大型スクリーン、プロジェクター

やノートパソコンなどによる映像設備の整備を申請しました。その結果、

同財団から助成採択の通知があり、会館の修繕とシアター機器の整備がで

きました。 

 大型スクリーンを使った、様々な楽しみ、活用アイデアを会館までおよ

せください。コロナ禍の影響がある中で、集会等の制限があり、時間はか

かると思われますが、地域の会館を楽しく上手に活用していきましょう。 

ブログページもごらん下さい。 

http://blog.canpan.info/yatanaka/ 
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ごあいさつ  
 矢田中地域活動協議会では、地域のさまざまな団体

が相互に連携・協力して活動を行い、住みよいまちづ

くりに取り組んでいます。 

 矢田中地域での地域活動のトピックスをお伝えする

ため、「矢田中地活協だより」令和２年度版を発行し

ます。みなさまの各種事業へのご意見ご感想をお待ち

しています。また、各種のボランティアを募集してい

ますので、ご参加をお願いいたします。 

矢田中地域活動協議会会長  中辻 俊哉  

太陽生命厚生財団の助成により、矢田中ひまわり会館に、大

型スクリーンや投影装置（プロジェクター）を整えました。 大型スクリーンがきました 

 矢田中ひまわり会館のふれあい喫茶は、平成12（2000）年の３月７日

にオープンして約20年間してきたのよ。当時の地区社協の会長さんが、

「ふれあい喫茶をはじめてくれませんか」というので、矢田西地域にも見

学にいって、テーブルクロスの段取りとか教えてもらって、試食などもし

たりして、ふれあい喫茶をはじめたわ。メニューは最初の頃とほとんど一

緒なのよ。ただし、「クリームぜんざい」、「コーヒーフロート」は最初

の頃はなかったね。「甘酒」はもう今はない。藤田さんが、毎回、コウジ

とコタツで作ってくれていたけどねえ。まあ大変でね、今はしていない

わ。「ぜんざい」は、以前は月２回、家であずきを焚いていたけれど、最

近は班長さんたちが会館で炊いている。 

 嬉しいことは沢山あるよ。車椅子のおじいさんを、娘さんや孫さんがつ

れてきて、喫茶を楽しんでいる。やっぱり来るのは日曜日、平日は忙しい

からね。また、背の高いおじいさんが一人で長居の交差点あたりからやっ

てきている。「奥さんも一緒にどうですか」と声かけをしたら、奥さんを

連れて来るようになったりした。会館の玄関で奥さんに靴をはかしてあげ

ていたりする。そういう様子を見ると感動するし嬉しい。 

 喫茶で座る場所、やってくる時間帯はだいたい同じで、このグループは

ここ、一人で来る男の人はここという風に決まっている。喫茶に来ていた

人がお亡くなりになったり、施設に入ったりすることはあるけれど、矢田

中にあるグループホームに事務連絡や研修に行って、喫茶に来ていた人に

再会することもある。その時は、「ふれあい喫茶にまた来てね」と誘いま

す。ふれあい喫茶の時間に、障がい者の手づくり作品を展示するようにし

たら、なかなか好評で、みんなに喜んでもらっている。ふれあい喫茶の参

加者は、奥さんが多いけれど、最近は男の人が一人でもやってきて楽しん

でいる。みんなで、楽しんでやっていけるよう、そろそろ後継の人もほし

いね。 

矢田中ひまわり会館「ふれあい喫茶」 
ひまわり会館の佐藤さんに「ふれあい喫茶」のきっかけ、現

在の様子、そして、これからについてお話しを聞きました。 
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キャンプ スタッフ 募集 

内容：キャンプの準備、片付け、引率 

日時：８～９月の土・日（１泊２日） 

場所：近畿圏内キャンプ場など 

募集のお問合せ：矢田中ひまわり会館（電話06-6695-2880）まで 

広告 募集中 
 本紙への広告を募集中。掲載料は「矢田中地活協だより」の印

刷などに充当します。矢田中地域内外の企業、商店の方々などの

ご依頼をお待ちしています。掲載料：5,000円程度応相談 

まちかどインタビュー  

「自転車預り所 山口」さん 

 自転車預り所はね、両親がしていて、昭和20年代からやっていた

ことになる。この家は両親が来る前からあったもので、百年はたっ

ていると思う。大工さんが使っていたようだわ。この前の台風の時

はもう大変だったけれど、直し直し使っている。 

 自転車預り所は、朝６時から夜９時まで開けているけれど、お預

りした自転車がなくなれば、早めに閉めることもある。日曜日は一

応休みだけれど…、朝開けると人がくることもあるので、開けるよ

うになっている。開けるから人が来てくれるということがあるね。  

 預かり料金は１回200円で、１カ月は３,000円ほどでなかには

「高い」という人もいるけどね。昔は自転車が一杯の時代もあっ

た。学生、社会人が多かった。学校の先生も多かったね。大和川高

校の先生とか。 

 まあね、昔は周りに畑が多かったので、お父さんは花を作った

り、ひょうたんを作ったりしていた。そこにあるひょうたんはお父

さんの作品ということになるよ。 

 この自転車預り所の向かいにはいろんな店屋があって、うどん

屋、パン屋、カメラ屋、電機屋なんかが並んでいて、駅の東側より

も賑やかな商店街だった。シュークリーム屋もあった。長居に競馬

場があった頃は、競走馬が散歩にくることもあったわ。田んぼも多

くて池もあった。みんな変わったねえ。近鉄南大阪線が高架になる

前は、近鉄南大阪線にも貨物列車があって、矢田には貨物駅があっ

た。貨物列車に牛がのっていたりした。 

 この自転車預かり所の中には、燕の巣が３か所あった。最近は燕

がこなくなったけれど。燕の出入り口が開けてあるよ。今でも燕の

玄関があるのよ。 

近鉄矢田駅の西側で、「自転車預り所」をされている山口さんに、

お店の歴史やまちの様子などをお聞きしました。 

左：つばめの玄関 

下：矢田中産の瓢箪 

大阪市委託事業 

矢田地域包括支援センター 
   （特別養護老人ホーム花嵐１階） 
矢田地域包括支援センターは大阪市から委託を受けた65歳以上の方々の介護や

福祉に関する総合相談窓口です。 

 ご自身・ご家族のこと、近隣のことで気になることがありましたら、お気軽

にお電話ください。相談は無料、秘密は厳守します。 

 

矢田地域包括支援センター 
住  所：矢田6-8-7 特別養護老人ホーム花嵐１階 

電  話：06-6694-5552 

営業時間：月～金曜日 午前９時～午後７時 

     土曜日   午前9時～午後５時30分 

鍋を焦がして… 

家に帰れない… 

一緒に、 

考えましょう！ 

介護に 

なれなくて 

＜広告＞ 

認知症かな？ 

相談は無料 お気軽に 
介護認定？ 


